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Abstract: 長崎大学で継続可能な e ラーニングを普及させるには，長崎大学に適合した e ラーニング
を模索する必要がある．今回，長崎大学の e ラーニングが備えるべき要件について，本学教員を対
象に意識調査を行った． 
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講義スタイル  講義でのインターネット利用 




 e ラーニングに対する期待 
 e ラーニングに対する不安 

















































図 2：「講義時の PC 環境について」の回答 
 








































3.2  e ラーニングに関する事前意識調査 
 e ラーニングに対する“期待” 
 e ラーニングに対する“不安” 
 e ラーニングに対する今後の“想定” 
の 3つとした． 
 まず「e ラーニングに対する“期待”」についての回答を























図 4：「e ラーニングに対する“期待”」についての回答 
 





























図 5：「e ラーニングに対する“不安”」についての回答 
長崎大学情報メディア基盤センター          第 2 回 長崎大学 e ラーニング研究会論文集 
 


































































でのアクセスポイント（PC 端末室・無線 LAN など）が少
ないことは，普及への大きな阻害要因となることが懸念さ
れるため，これらの施設の改善が求められる．一方で当初
懸念されていた，e ラーニングに関連した技術(LMS, マル
チメディアコンテンツ)に対する拒否反応のようなものは
以外と少ないものと考えられるため，ニーズにあったサー
ビスを構成できれば，教員・学生ともに e ラーニングのス
ムーズな導入が可能であると思われる． 
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